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■2015年1～3月期実質GDPは前期比＋0.8％ 

1～3月の実質 GDPは前期比＋0.8％（以下同じ）と
なり、前期（＋0.3％）から持ち直したものの、引き続
き＋1.0％を下回る伸びにとどまった。 
需要項目別の寄与度をみると、民間消費が＋0.3％ポ

イント、政府消費が＋0.0％ポイント、総資本形成が 
＋0.7％ポイント、純輸出が▲0.2％ポイントであった
（右上図）。消費、純輸出とも低迷するなか、総資本形

成が成長を下支えした。 
総資本形成の内訳をみると、設備投資が＋0.0％であ

ったのに対し、建設投資が＋7.5％と大きく伸びた。し
かし、建設投資の伸びは前期（▲7.8％）の反動であり、
前年比ではほぼ横ばい（＋0.5％）である。前期の減少
は税収減による公共投資の執行遅れが原因で、1～3月期の持ち直しは公共投資の再開によるもの
と考えられ、建設投資が本格的に回復しているとはいいがたい。 
ただし、韓国銀行の利下げや政府の不動産市場活性化策などを受けて、不動産市況は改善し始

めている。3 月には追加利下げが行われており、不動産市況の更なる改善で建設投資の回復が期
待される。一方、これらの政策で家計債務が急増しており、今後、返済・利払いの増加が消費を

押し下げる懸念もある。 
 
■前年割れが続く輸出、製造業生産 

3 月の輸出（通関ベース）は、前年同月比（以下同
じ）▲8.1％と大きく落ち込んだ（右下図）。 
品目別では、半導体が＋7.5％と好調な一方で、石油

製品（▲43.3％）、自動車（▲8.0％）、船舶（▲7.9％）、
鉄鋼（▲5.2％）、無線通信機器（▲5.2％）など幅広い
製品で前年割れとなった。地域別では、中国が▲5.2％、
米国が▲2.7％、EUが▲11.9％、日本が▲12.6％と総
じて落ち込んだ。 
背景としては、①原油価格の低下、②世界経済の成

長鈍化、③韓国企業の海外生産シフト、④対円・対ユ

ーロでのウォン高などが指摘されている（自動車は好

調だった前年の反動がある）。 
また、輸出の減速を受けて製造業生産も伸び悩んで

いる。3月の製造業生産指数は▲0.4％となった。産業
別では、半導体が＋16.6％と好調な一方、通信機器（▲31.9％）、電子部品（▲12.1％）などが落
ち込んだ。通信機器や電子部品などでの中国企業の台頭の影響も大きいと考えられる。 
景気回復の遅れを受けて、追加景気対策を求める声が高まっている。しかし、不正資金疑惑によ

る国務総理（首相に相当）辞任などにより朴政権の政治基盤が大きく揺らいでおり、今後、韓国

経済の回復に寄与する政策を着実に実行していけるか否かが注目される。  
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＜輸出と製造業生産（前年同月比）＞

（注2）旧正月の影響を調整するため、1、2月は平均で算出。

（注3）足元の基調変化をみるため、後方3カ月移動平均（その月を含

む過去3カ月の平均値）も算出。

（出所）韓国関税庁、統計局

（年/月）

（％）

▲2

▲1

0

1

2

3

1514132012

民間消費 政府消費
総資本形成 輸出
輸入 その他
実質GDP成長率

＜実質GDP成長率（前期比）と需要項目別寄与度＞

（％）

（年/期）（注1）季節調整後。

（出所）韓国銀行Economic Statistics System

 

製造業の生産低迷 
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